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４ 家庭との連携

（１）家庭学習について

家庭学習の充実を図るため，年度初めに全学年用と低・中・高学年用の「家庭学習

の手引き」を配布し，家庭との連携のもとに学習習慣の定着を図った。

○「家庭学習の手引き」について

全学年用の「家庭学習の手引き」には，「家庭学習の目的」，「学習しやすい環境づく

り」，「家庭学習の取り組み方」などを載せている。

「家庭学習の目的」には，①学習の習慣化，②学習したことの定着・習熟，③自分で

学ぼうとする意欲の育成などを詳しく述べている。「学習しやすい環境づくり」では，

①学習時間の目安，②机の整頓・学習用具の準備，③テレビの音を消すなどを示して

いる。「家庭学習の取り組み方」には，①宿題のやり方，②残った時間の学習のやり方

を書いている。

各学年用の「家庭学習の手引き」には，「各学年で身につけたい力」，「家庭学習をす

るときの留意点」，「こんな学習をしましょう」という観点で，学年に応じた具体的な

内容を例示している。

「家庭学習の手引き」については，参観日や個人懇談などで話題として取り上げ，

家での家庭学習の様子を聞いたり，効果的な学習の仕方について話合いをしたりした。

全学年に配布
１・２学年用
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自主学習をしてきた児童のノートのよいところを教師が認めたり，算数コーナーに掲

示したりすることによって，自主的に学習してくる児童も増えてきた。

○各学年の家庭学習について

「家庭学習の手引き」のような児童の自主的な学習ガイドの他に，各学年では手作り

プリント，計算ドリル，市販プリント等を工夫しながら宿題を出している。

（一例）週末に出す手作りプリントは，保護者から出してもらう問題か児童が作った

問題を１問入れ，答え合わせをしてもらうようにしている。家の人の感想を

書いてもらうことで，子どもの理解度の確認ができたり，子どもの励みにつ

ながったりしている。

２学年の手作りプリントの宿題
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（２）のびのび算数について

調査家庭連携部では，保護者に向けて算数通信の「のびのび算数」を配布し，学校

での取り組みなどを紹介し，学力向上への関心を高めてもらい，学習習慣の定着等に

ついて協力を呼びかけている。今までに載せた主な内容は，学習用具点検カードの結

果，家庭学習の仕方，睡眠時間の体への影響，各学級の算数の研究授業，アンケート

による保護者の意見などである。

平成２０年度は，学校の取り組みが主な内容であったが，平成２１年度以降は，生

活習慣アンケートや生活がんばりカードの保護者の意見なども取り入れた。参観日や

個人懇談で，他の保護者の考えが分かったとか，我が子への接し方などで参考になっ

たとかという声もあり好評であった。
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（３）生活習慣アンケート

現代の社会において，子どもたちを取り巻く環境や生活様式の変容により，生活習慣病

や心の問題など，子どもたちの抱える健康課題は多様化・深刻化している。その課題の多

くは，生活習慣や食生活の乱れに起因しているものと思われる。

本校では，望ましい生活習慣の形成が，児童の心身の健全な発育・発達を促し，学力向

上の基盤であると考える。そのためには，児童が健康の大切さに気付き，よりよい生活習

慣を身につけることが大切である。

そこで，「生活習慣アンケート」を行って，児童の実態を把握し，そこから見える課題に

ついて取り組むこととした。

生活習慣アンケート結果より （平日のくらしのようす，％表示）

１年次１回目のアンケート結果から，本校児童が抱える課題として，「就寝時刻が遅い」

「テレビの時間が長い」「ゲームの時間が長い」などが浮かび上がってきた。

そこで，以下のような取り組みを行った。

○学級懇談のテーマに生活習慣のことを取り上げ，取り組みについて話し合った。

○学校通信，学級通信を通じて基本的な生活習慣の大切さについて保護者に呼びかけた。

○講演会を開催し，生活習慣について保護者に呼びかけた。

・平成２１年１月 「朝ごはんとこどもの生活について」

講師 笠岡市学校給食センター 山口 享子 栄養教諭

H20

１学期

H20

３学期

H21

１学期

H21

３学期

H22

１学期

6:00 前 2.9 1.5 0 0 0

6:00～6:30 39.7 32.4 59.2 46.6 48.1

6:30～7:00 39.7 51.4 29.5 43.8 49.4

7:00～7:30 17.7 13.2 11.3 9.6 2.5

7:30 以降 0 1.5 0 0 0

H20

1 学期

H20

3 学期

H21

1 学期

H21

3 学期

H22

1 学期

9:00 前 2.9 1.5 12.7 4.0 10.4

9:00～9:30 35.3 33.8 42.3 35.6 37.7

9:30～10:00 29.4 30.9 23.9 38.4 33.7

10:00～10:30 16.2 20.6 14.1 15.1 16.9

10:30～11:00 16.2 10.3 5.6 5.5 1.3

11:00 以降 0 2.9 1.4 1.4 0

H20

1 学期

H20

3 学期

H21

1 学期

H21

3 学期

H22

1 学期

ほとんど見ない 1.5 3.0 4.3 5.5 6.5

～１時間 9.1 10.5 17.1 19.2 24.7

１～２時間 40.9 47.7 42.9 39.7 54.5

２～３時間 34.9 31.3 31.4 28.8 13.0

３時間以上 13.6 7.5 4.3 6.8 1.3

H20

1 学期

H20

3 学期

H21

1 学期

H21

3 学期

H22

1 学期

ほとんどしない 41.2 38.8 54.9 33.8 54.5

～１時間 33.8 32.8 31.0 45.1 29.9

1～２時間 20.6 23.9 11.3 19.7 15.6

２～３時間 2.9 4.5 2.8 1.4 0

３時間以上 1.5 0 0 0 0

・朝，何時に起きますか。 ・夜，何時に寝ますか。

・テレビをどのくらい見ますか。 ・ゲームをどのくらいしますか。

・朝ごはんを毎日食べていますか。

H20

1 学期

H20

3 学期

H21

1 学期

H21

3 学期

H22

1 学期

毎日食べる 95.6 95.6 98.5 95.9 97.4

時々食べる 4.4 4.4 1.5 4.1 2.6
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・平成２１年６月 「生活リズムと体力づくりでからだと心が元気アップ」

講師 岡山大学教育学部 足立 稔 教授

※６月の講演会は高学年児童も参加し，保護者と一緒に講演を聞いた。

○長期休業中や連休明けに「せいかつがんばりカード」を実施し，保護者と一緒に生活習

慣を整えようという意識づけを図った。

○県教委から配布された「チャレンジカード」も積極的に活用した。

「せいかつがんばりカード」や「チャレンジカード」の保護者の感想

・早寝を頑張ろうと，自分で時計を見ながら行動する姿が見られるようになりました。

・なかなかできなかった早寝・早起きがちゃんとできるようになりました。

・自分で決めためあてが守れるとうれしいようで，めあてにむかってよくがんばりました。

・ゲームの時間を自分で気をつけて減らすことができていて，感心しました。早寝・早起

きもバッチリでした。

・家族みんなで相談をして，ご飯の時やその他の時もなるべくテレビを消して，その分み

んなでお話をしました。ゲームも時間を決めてやることができました。家族の会話や外

遊びの時間が増えて，いい１週間でした。

成果

３年間の取り組みにより，１０時までに就寝できている児童が増え，長時間テレビを見

たり，ゲームをしたりする児童が減った。

懇談での呼びかけや講演会の開催等により，学校と家庭の連携が図れ，意欲や意識の向

上につなげることができたように感じる。生活習慣についての約束を親子で話し合い，実

践できている家庭が増えた。がんばりカードを通して保護者と共に児童自身が自分の生活

習慣を振り返ることができ，よりよい生活習慣の大切さに気付くことができた。

課題

ごく少数ではあるが，朝食を食べずに登校していたり，依然として就寝時刻が遅かった

りする児童がいる。協力が得られにくい保護者に対しては，いろいろな場面をとらえて，

引き続き呼びかけをしていく。


